
           こくごかかだいいちらんひょう 

令和７年度夏休み「国語科・図工科課題一覧表」 

〈 国語科課題 学校で取りまとめるもの一覧 〉 

 【児童のみなさんへ】 

国語・図工の下の表の課題（１～３ページ）については、学校で取りまとめるので、参加をした場合は、９月１日(月)

に、学校に持ってきてください。また、下の表以外で家庭からの応募をした場合は、どのコンクールに参加したか、口頭で

担任の先生に伝えてください。 

※ていがくねんのみなさんは、おうちのひとに よんでもらってください。 

 

【保護者のみなさまへ】 

下の表（１～３ページ）にある国語・図工の課題は学校に提出してください、下の表以外の作品の応募は、学校を通さず

ご家庭で行っていただきます。作品募集の一覧については、４ページ目以降に提出先・問合せ先・要項掲載URL等が載せてありま

すので、ご確認いただき応募の手続き等のご協力をよろしくお願いいたします。 

提出は，９月１日（月）        ★応募した作品は、原則として返却されません。               

N

o 
課 題  内     容 書 き 方 提出先 

１ 

 

 

令和７年度 

第７５回“社会を明るくする 

運動”作文コンテスト 

 

 

・“社会を明るくする運動”の趣旨を踏まえ、日常の家庭生活、学校生活、

スポーツ活動の中で体験したことを基に、犯罪・非行のない地域社会

づくりや犯罪・非行をした人の立ち直りについて考えたこと、感じたこと

などを題材とする。 

・「犯罪・更生」という内容でなくても、「明るい、安心な、みんなが幸せな

社会づくり」につながるものであればよい。 

・４００字詰め原稿用紙３～５枚程度。  

・題名・学校名・学年・氏名・ふりがな

を入れる。 

 

 

 

 

参考：法務省ホームページ 

学校 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 

第６３回茨城県小・中学校 

読書感想文コンクール 

 

※入賞・入選作品は返却し

ない。 

※校内審査あり 

  学校１点 

 

 

・自由図書：自由に選んだ図書 

・課題図書 

 低学年の部 

    １ ライオンのくにのネズミ 

    ２ ぼくのねこポー 

    ３ ともだち 

    ４ ワレワレはアマガエル 

  中学年の部 

    １ ふみきりペンギン 

    ２ バラクラバ・ボーイ 

    ３ たた２℃で…：地球の気温上昇がもたらす環境災害 

    ４ ねえねえ、なに見てる？ 

  高学年の部 

    １  ぼくの色、見つけた！ 

    ２  森に帰らなかったカラス 

    ３  マナティーがいた夏 

    ４  とびたて！みんなのドラゴン：難病ALSの先生と日明小合唱部の

冒険 

・４００字詰め原稿用紙で 

縦書き 

・ １、２年生 

→７００字以上８００字以内 

・ ３～６年生 

→１１００字以上１２００字以内 

・「、」や「。」は一字と数える 

 ・改行のための空白か所は、字数と

して数える。 

 ・題名、学校名、氏名は字数として、

数えない。 

 

 

 

 

学校 



 課 題 内     容 書 き 方 提出先 

３ 

 

第５８回手紙作文コンクー

ル 

応募票記入 はがきの裏面

に貼る。 

 

 

 

テーマ ： 特定の相手に自分の体験したことや考えなどを伝える。 

〈共通審査基準〉 

・実際に体験したことや考えが十分に表現されている作品。 

・「こんな手紙をもらったらうれしい、楽しい」と感じられる作品。 

・コミュニケーションの価値や楽しさが実感できる作品。 

・手紙の良さがわかるきっかけとなる、書くことの大切さ、手書きの良さが

学べる作品。 

・書くことの大切さ、手書きの良さが学べる作品。 

〇「はがき作文部門」 

〈審査基準〉 

・応募者が実際に体験したことや考えが十分に表現された作品。 

〇「絵手紙部門」 

〈審査基準〉 

・絵とメッセージが調和し、いきいきと表現されている作品。 

・絵手紙として創意工夫がある作品。 

 

〇はがきコミュニケーション部門 

テーマ：「大切な相手」を思い浮かべて、伝えたい気持ちをかいて、おたよ

りの交換をする。 

〈審査基準〉 

・絵や文章などで大切な相手に伝えたいことが表現されている作品。 

・やり取り全体として創意工夫があり、表現力に優れている作品。 

・「はがきを送った、もらった時の気持ち」が十分に伝わる作品。 

・はがきを使用 

・大きさ 

たて：14.０～15.4cm 

 よこ：  9.0～10.7cm 

 重さ：. 2.0～6.0g 

・材質：紙 

 

参考：日本郵便Webサイト 

 

学校 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６１回 

ＪＡ共済茨城県小・中学生

書道コンクール 

・応募点数は、一人につき

条幅・半紙の部どちらか１

点とする。 

 

応募票（名札）記入 左下

に貼る 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

記入例 

学年 条幅の部 半紙の部 

１ や さ い わ ら 

２ す ば る め ば え 

３ せ み の 声 た ね ま き 

４ 食 を 育 む 結 実 

５ 耕 す 大 地 流 れ る 雲 

６ 不 断 の 努 力 生 命 の 源 

・作品の右側には、学年・氏名を記入

する。 

※作品には、学校名は記入しない。 

記入したものは出品できません。 

学校 

５ 

 

 

令和７年度  茨城県下水道 

促進週間コンクール書道部門 

応募票記入 作品の裏面右下

に貼りつける。 

 

小学校１～３年生                    小学校４～６年生 

 

 

学 年 課 題 

１ ～ ３年 下 水 ど う 

４ ～ ６年 下 水 道 の 役 割 

・作品の右側には、学年・氏名を記入

する。 

※作品には、学校名は記入しない。 

記入したものは出品できません。 

学校 

    

一 

年   
   

香
取 

太
郎 

  

 

香
取 

太
郎 

二
年 

名札 名札 

     
 

〇
年  

   

氏
名 

     
 

〇
年  

    

氏
名 

下 
 

水 

ど 
 

う 

下 

水 

道 

の 

役 

割 



〈 図画工作科課題 学校で取りまとめるもの一覧 〉 

☆「応募規格・その他」の見方について  

①紙の種類，大きさなど 

②画材 

③テーマ、課題 

④その他注意すること等（「校内選考あり」とあるものは，応募作品が募集枚数を超えたときに行います。） 

              

No 
課 題  応募規格・その他    主催者        

1 茨城県交通安全ポスター作品コンクール ① 四つ切り、八つ切りの画用紙(縦横自由) 

② 水彩絵の具、クレヨン、ポスターカラー、ペン、マジック等 

※パソコンを使用した作品、切り絵、ちぎり絵、印刷物を貼りつけた作品は規格外 

③ 題材例：高齢者の交通事故防止、自転車の安全利用の推進、子供の交通事故防止、 

自転車の安全利用の推進、県警キャンペーン・歩行者保護等 

④小学３年生以上は、必ずポスターに文字を入れる。応募規定のスローガンやすでに公表 

されている標語・スローガン等を記載する場合は、原文のまま使用。作品の裏面右下に 

必ず応募票(様式１)を貼り付ける。 

茨城県・茨城県交通安全対策

協議 

2 つくば市防火ポスター ① 四つ切サイズ。 

③  テーマ：火災予防 

④ 作品の裏に学校名・学年・氏名を記入。 

つくば市消防本部地域消防課 

3 茨城県人権啓発ポスター ①四つ切の縦型。ただし、小学校低学年は、八つ切りも使用可。 

②水彩絵具、クレヨン、色鉛筆、ポスターカラー等。 

※作品に紙やビーズ等の貼り付けをすると剝がれてしまう可能性があるため使用しない。 

③人権啓発を表現する言葉を入れる。ポスターに使用する標語については、創作するか、 

次の例示の中から選ぶ。 

【標語例】 

・みんな仲良し ・思いやりの心 ・やさしい心 ・命を大切に ・自分も相手も大切に 

・自分らしさ、あなたらしさ ・人権尊重 ・心のバリアフリー宣言 

・やさしさは心とこころを結ぶ橋 ・育てようひとりひとりの人権意識 

・いじめをしない、させない、ゆるさない  

・考えよう相手の気持ち 育てよう思いやりの心 

④ 応募者の自作および未発表の作品に限る。作品裏面の左下に「茨城県人権啓発ポスタ

ー応募票」を貼り付ける。 

茨城県 

4 つくば市人権啓発ポスター 

 

① 四つ切の縦型。ただし、小学校低学年は、八つ切りも可。 

②水彩絵の具、クレヨン、色鉛筆、ポスターカラー等。 

③茨城県人権啓発ポスターと同じ。 

④作品の裏面の右側に別紙「つくば市人権啓発ポスター応募票」を添付する。 

つくば市 

 

 















令和７年度 夏休み「理科」課題一覧表 

提出日 ９月１日（月） 
 

課題 提出物 

１ 
第６９回茨城県児童生徒科
学研究作品展 
 
 
市展 ➡市民ホールつくばね 
県南展➡市民ホールつくばね 
県展 ➡常総市生涯学習セン

ター 
 
☆作品返却あり。 
☆校内審査を経て、代表と 
なった作品を市展へ出品 
します。 

※「作品名（研究題名・副題）」は主論文に合わせる 
①主論文：野鳥の記録をもとに、筋道を立てて論理的に書
き記す 
②野帳：実験や観察の過程、結果等を記録する 
③掲示物（模造紙１枚分の大きさで、縦版で作成する） 
 →788×1091㎜で、「四六版」とよばれるサイズの模造
紙を使用する。 

④標本・資料 
 →標本・装置・模型などは写真に収めて、書類としてま
とめる。現物標本・資料は出展しない。 

⑤出品票（データで作成） 
 →概要は、枠が８割以上埋まるように記入する。 
※①～④の４点をそろえることを原則としますが、①・
②・③の３点でも出品可能です。揃っていない作品は出
品できません。金賞を目指すのであれば、４点そろって
いることが望ましいです。 
※継続研究の場合は、「過去の研究」の１ページを作成し、
主論文の１ページ目に綴じ込んでください。過去の主論
文や野帳は出品できません。 

２ 
第６９回茨城県発明工夫展 
 
市展 ➡市民ホールつくばね 
県南展➡市民ホールつくばね 
県展  ➡茨城県産業技術イノ

ベーションセンター 
     
☆作品返却あり 
☆校内審査を経て、代表とな
った作品を市展へ出展しま
す。 

①作品 
②出品票（A３の申込書に記入） 
 
【作品の条件】 
〇日常生活などを科学的に観察し、自然法則を利用した新
しく、独創性のある作品にすること。 
〇共同作品は、３名まで。 
〇作品の大きさは、たて・よこ・高さが、ともに１ｍ以内
で重量は２０kg以内であること。 
〇実際に使える強度があること。 
〇商品をまねしたものや、他の作品展に出品して受賞した
もの、著作権の存在している著作物（音楽・イラスト・
キャラクター等）が使われていないこと。 

３ 
つくばちびっ子博士 2025 
 
★夏休み明け、学校へ提出
するものはありません。 

つくばちびっ子博士 2025パンフレット 
〇参加するためには専用サイトでアカウント登録 
〇ポイントをゲットするためには３つの方法があり、ポイ
ントを集めると、３段階の「つくばちびっ子博士」にな
れる。記念品あり。 
※詳細は、配付したパンフレットを見てください。 
※昨年度まであったパスポートは今年度ありません。 

※以下の作品展は、個人で各ご家庭から学校を通さずに直接申し込んでください。 

４ 
第６６回自然科学観察コン
クール 

株式会社オリンパスが主催している自然観察コンクールで
す。詳しくはホームページを見て確認してください。 

５ 
第２０回朝永振一郎記念 
「科学の芽」賞 

筑波大学が主催しているコンクールです。詳しくはホーム
ページを見て確認してください。 

 



令和７年度夏休み「社会科課題一覧表」（自由課題） 

① 第 2６回 いばらき児童生徒地図作品展 

テーマ ・身の回りの環境や地域に関すること。(生活、自然、防災、福祉、交通、歴史、まちづくり など) 

主催者 ・いばらき児童生徒地図研究会 

応募資格 ・茨城県の小・中学生 ※グループでの共同作成可 

応募規格 

 

○（１）紙地図・・・模造紙サイズ７９㎝×１０９㎝（縦横自由） 

 （２）地形模型地図・・・縦５０㎝×横６０㎝×高さ２０㎝以内 

○作品の裏・底面にネーム票を貼ってください。下記のQRコードよりダウンロードができます。 

応募期間 ・2025 年 9 月１日(月)～2025 年 9 月３０日(火)必着 

注意事項 ・作品の中で、作者等の自宅の場所や位置が特定できるような表現はさけてください。 

提出について ・提出は、下記のどちらかの方法で各ご家庭から直接お願いします。(学校でのとりまとめは行いません。) 

【郵送の場合】 

〒305-0811 つくば市北郷 1 番 

国土地理院総務部広報広聴室（地図と測量の科学館）宛て 

【持参の場合】 

1.地図と測量の科学館 

  ※受付時間や休館日等を予めご確認ください。 

  TEL：029-864-1872  FAX：029-864-3729 

2.（公社）茨城県測量・建設コンサルタント協会 

  （水戸市谷津町 1-23 水戸西流通センター内） 

  ※受付時間や休館日等を予めご確認ください。 

  TEL：029-254-8200  FAX：029-254-8180 

 

にお願いします。 

その他 ○詳細は「国土地理院関東地方測量部」ページをご覧ください。 

 https://www.gsi.go.jp/kanto/ibaten.html 

 

 

 

 

☆参加者名簿を学校で作成しますので、提出をする際は、作品を提出することを担任までお知らせください☆ 

担当 社会科 土橋慧悟 

 

② 地域安全マップコンクール’25 

目的 小学生が、通学路やいつもの遊び場などの安全度を友人や保護者と一緒に確認し、その結果を「地域安全マップ」にまとめること

により、危険を予測したり回避したりする力を養うこと。 

主催者 ① 茨城県教育委員会 ② 茨城警察本部 ③ 茨城防犯協会 
応募締切 令和 7年 9月 26 日(金)締切 

応募資格 茨城県内の小学生 １グループ 8人以内(1人での参加も可能) 

実施要領 ・低学年の部(1，2年生) 

 家族などとともに、学区の行動範囲を歩くなどして資料を集め、話し合いながら作成する。 

・中学年の部(3，4年生) 

 同級生や友人とグループを作り、学区内の行動範囲を歩くなどして資料を集め、互いに協力し合って作成する。 

・高学年の部(5，6年生) 

 通学班員や同級生などとグループを作り、学区内の行動範囲を歩くなどして資料を集め、低学年や中学年などのみんな

が活用することのできるマップを作成する。 

※異学年生が混在するグループを作成する場合には、最高学年を基準とする区分で作成すること。 

作品について ・マップサイズ  最小で A４版 最大で四六判(788mm×1091mm、模造紙 1枚)の大きさ 

・作品の裏側に「参加申込書※①」を、表面右下部に「作成のポイントチェック表※②」を貼り付けること。 

 ※①，②どちらも下記 URLよりダウンロードができます。 

提出について ・提出は、参加者本人または保護者が小学校を管轄する警察署 生活安全課 に各ご家庭から直接提出をお願いします。(学

校でのとりまとめは行いません。) 

その他 詳細は茨城県教育委員会及び茨城県警の各ホームページ「地域安全マップコンクール’25」をご覧ください。 

① https://kyoiku.pref.ibaraki.jp/gakko/health/anzen/safety-map/  (茨城県教育員会)  ①      ② 

② https://www.pref.ibaraki.jp/kenkei/a01_safety/child/map-con-25.html  (茨城県警察)           

担当 社会科 土橋慧悟 

 

こちらの QR コードからもいばらき児童生徒

地図作品展のページにつながります。 

https://www.gsi.go.jp/kanto/ibaten.html
https://kyoiku.pref.ibaraki.jp/gakko/health/anzen/safety-map/
https://www.pref.ibaraki.jp/kenkei/a01_safety/child/map-con-25.html


令和７年度いばらきものづくり教育フェア 「児童・生徒作品コンクール」 開催要項 

 
１ 日 時  令和７年 11月 15日（土）、16日（日）10:00～16:00 
       ※14日（金）10:00～作品搬入、17日（月）14:00～15:00作品搬出 
２ 主 催  茨城県教育委員会 
３ 共 催  茨城県教育研究会 
４ 会 場  茨城県庁 ２階   〒310-8588水戸市笠原町 978番６ 
５ 応募内容及び審査基準 

 小学校の部 
中学校の部 

技術分野 家庭分野 

①応募部門 Ⅰ 個人製作作品部門 

授業や放課後等の活動

で、個人で製作したもの（1 点

以内） 

Ⅱ 団体製作作品部門 

授業や放課後等の活動で

５人以内のグループで製作し

たもの（1点以内） 

Ⅰ 授業内製作部門 

総製作時間（設計・製作を含む）数の内、80％以上を技術・

家庭科の授業において創造製作したもの 

Ⅱ 自主製作部門 

技術・家庭科で学習した知識や技能を生かして製作した創

造作品で、Ｉ部門に該当しないもの（総合的な学習の時間、長

期休業や放課後・休み時間等で製作したもの） 

②応募作品数 各学校 ２点まで  
ただし、応募部門Ⅰで 1 点、応

募部門Ⅱで 1 点の計２点とす

る。 

※応募部門Ⅰだけを２点出すこ

とはできない。 

各学校 技術・家庭あわせて１点以上２点まで応募可 

（技術分野→応募部門Ⅰ、Ⅱどちらか１点まで） 

（家庭分野→応募部門Ⅰ、Ⅱどちらか１点まで） 

③応募資格 ・茨城県内の小学校、義務

教育学校（前期課程）の

第５、６学年在学児童 

・茨城県内の国公立中学校、義務教育学校（後期課

程）、中等教育学校（前期課程）の在学生徒 

④作品の内容 ○ 第５、６学年家庭科の授

業において製作した作品ま

たは、家庭科の学習内容を

生かした作品 

・布を用いて製作した、生活

に役立つ作品 

・手縫い及びミシン縫いの直

線縫いを生かした作品 

○  技術・家庭科（技術分

野）の授業において製作し

た作品または、技術・家庭

科の学習内容を生かした

作品 

（例）木材の作品、木材、金

属、プラスチック等を融合

した作品、エネルギー変

換、プログラミング等を利

用した作品など 

○  技術・家庭科（家庭分

野）の授業において製作し

た作品または、技術・家庭

科の学習内容を生かした

作品 

（例）ハーフパンツ、防災袋、

幼児のおもちゃ、幼児の衣

服など 

<留意点> 

・知的財産権（著作権・商標など）に配慮した作品であること 

・作品に工夫、アイディアが見られること 

・立体の作品は、縦＋横＋高さ＝160㎝以下であること 

・壁掛けなどの平面作品は、広げた状態で 900 ㎜×1500 ㎜以内(縦横は問わない)であること 

ただし、衣類は別扱いである。 

・重量 25㎏以下であること 

・製作費が 5,000円以下であること 

ただし、中学校「Ⅱ 自主製作部門」に関しては製作費の制限を設けないものとする。 

※ 規格外（長さ、重量等）の作品は、審査の対象から外れるため、注意すること 

⑤審査基準 【小学校】 

 生活をよりよくするために、問題を見いだして課題を設定し、解決方法を考え、その製作過程

において、優れた技能を発揮した作品に対し授与する。 

【中学校】（全国大会に準じて下記の通りとする。） 

 技術・家庭科の教科目標である、よりよい生活や持続可能な社会の構築に向けて、新しいア

イディアに優れるとともに、その製作過程において、優れた技能を発揮した作品に対し授与す

る。 

◆ 部門別審査基準 



６ 作品の応募について （各学校担当者が行う） 

(1) Ｗｅｂの登録 

○ 登録期間 

令和７年９月１日(月)～令和６年 10月 17日(金) 

○ 登録方法 

    茨城県教育研究会家庭、技術・家庭教育研究部Ｗｅｂページ 

「http://kyoikuplaza-ibk.or.jp/kenkyukai/」⇒各研究部⇒家庭、技術・家庭教育研究部内の 

Google フォーム「児童生徒作品コンクール Ｗｅｂ登録」により、地区、学校名、応募部門、応

募者氏名及び学年、作品名を入力し、応諾書（PDF）を添付する。 

※参加申込書（応諾書）の原本は、各学校で保管する。 

 

また、Ｗｅｂ登録後、応募部門、応募者氏名及び学年、作品名の内容に変更がある場合は、各

ブロックチーフにその旨を 10月 31日（金）までに連絡すること。 

(2) 作品の提出 

○ 提出期間 

令和 7年 11月 7日（金）まで 

○ 提出先 

   各学校は、各郡市推進委員（小学校の部の作品等は小学校推進委員、中学校の部技術分野の作品

等は中学校(技術)推進委員、家庭分野の作品等は中学校（家庭）推進委員）へ提出する。 

○提出方法 

作品票、確認票について、記入漏れがないか、Ｗｅｂ登録と同じ内容になっているかを確認した

上で、作品とともに提出する。 

① 作品票※ 作品に貼り付けておく。（布の場合は縫い付けてもよい） 

② 確認票※ 梱包材（箱や袋）に貼付する。 

なお、展示方法については、製作者と向き（縦・横）や置き方（ハンガーにかける・台に広げ

る）などについて、作品登録時に申し出る。 

③ 細かい部品や取り外し可能な部品がある作品は、作品の破損・紛失防止のための工夫（ラッピ

ング、縫い付ける等）をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ⅰ部門：問題解決の過程を重視する。 

 Ⅱ部門：創造性や技能（正確性）を重視する。  

⑥その他 ○ 作品とは別に、以下を作成し提出する。 

・参加申込書（応諾書） ・確認票 ・作品票 

○ 応募の際の参加費は無料であるが、材料費等は、自己負担となる。 

※ 参加申込書(応諾書)、作品票、確認票について、下記Ｗｅｂページよりダウンロードする 

 

 茨城県教育研究会家庭、技術・家庭教育研究部Ｗｅｂページ 

「http://kyoikuplaza-ibk.or.jp/kenkyukai/」⇒各研究部⇒家庭、技術・家庭教育研究部 

http://kyoikuplaza-ibk.or.jp/kenkyukai/


７ 会場への作品搬入・搬出について 

(1) 応募する学校の担当者 

① 「６ (3)作品の提出」により、期日までに作品、作品票、確認票を各郡市推進委員へ提出する。 

なお、学校単位で直接、搬入・搬出することはできない。 

② 作品や賞状等については、フェア終了後、各郡市推進委員より受け取る。 

(2) 各郡市推進委員 

11月 7日（金）までに各郡市内の作品、作品票、確認票を受け取る。 

(3) 搬入・搬出担当推進委員 

各郡市推進委員（小・中技術・中家庭の３名）のうち代表者１名は、郡市内の応募作品等をまと

め、搬入・搬出を行う。搬入と搬出を１名ずつ分担してもよい。 

※ 作品数が多い場合はこの限りではない。 

① 搬入 

作品に作品票が貼ってあること、梱包材（箱や袋）の表面に確認票が貼ってあることを確認する。 

11月 14日（金）県庁２階に 10:00に集合する。12:00までに搬入、展示を行う。作品数が多い場合は、 

台車を用意し、搬入しても良い。 

  ② 搬出 

11月 17日（月）県庁２階に 13：30に集合。15：00までに作品、賞状等を確認し、搬出する。 

   

８ 審査 

(1) 審査員 

茨城大学教育学部教授、教育庁学校教育部義務教育課指導主事 他 

(2) 審査結果 

    審査は、令和６年 11月 14日（金）13:30より実施する。 

教育長賞、実行委員長賞、教育研究会長賞、教育研究会家庭、技術・家庭部長賞の入賞児童生徒に

ついては、令和６年 11月 14日（金）15時から 16時までの間に参加申込書（応諾書）に記載されて

いる学校電話番号、または、担当教員連絡先に連絡する。 

(3) 表彰式 

  受賞連絡を受けた学校は、該当生徒と保護者に受賞報告と、表彰式の日時を知らせる。なお、表彰

式の参加は任意である。表彰式は 16日（日）11:00～県庁で実施予定。 

(4) 全国大会への出展（中学校の部のみ） 

県上位入賞校の指導者は、Ａ４用紙２枚に指導の詳細についてまとめ、作品コンクール後に中学校

作品コンクール担当へ提出する。(「全国中学生創造ものづくり教育フェア」に出展される。) 

 ※ 本県の全国中学生創造ものづくり教育フェアへの出展数については、技術分野・家庭分野ともに、Ⅰ部

門、Ⅱ部門合わせて３作品である。またグループ製作については、Ⅱ部門のみの出展となる。 

 

９ 問い合わせ先  

＜小中学校作品コンクール担当＞          ＜ものづくり教育フェア事務局 作品コンクール担当＞  

那珂市立第一中学校 
召田 将大 
TEL 029-298-0040 

 

水戸市立見川中学校 
小倉 麻友香 

TEL 029-241-2309 

  

 各地区ブロックチーフ一覧 

（担当地区の作品数の確認、搬入搬出時の受付、展示作業の指示等を行う。） 

中 央 県 北 県 東 県 南 県 西 

照沼 勇輝 
（常陸大宮市立大宮中学校） 

○○ ○○ 
（       中学校） 

○○ ○○ 
（       中学校） 

○○ ○○ 
（      中学校） 

○○ ○○ 
（           小学校） 

○○ ○○ 
（      中学校） 

                           


